
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
で
発
表

６
月
13
日
は
、
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
て
行
わ
れ
た
公
開

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
「
移
民
で

つ
な
が
る
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
５
」
に
、

語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
も
参
加
し

発
表
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
日
系
カ
ナ
ダ
人

野
球
チ
ー
ム
「
バ
ン
ク
ー
バ
ー

朝
日
軍
」
（
以
下
朝
日
）
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
に
ジ
ュ
ニ
ア
は

４
名
が
参
加
。
そ
し
て
国
内

外
合
わ
せ
て
、
約
60
名
の
視

聴
が
あ
り
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
の
発
表
と
し
て

は
、
ま
ず
語
り
部
部
会
リ
ー

ダ
ー
の
柳
本
よ
り
、
語
り
部

ジ
ュ
ニ
ア
の
活
動
が
開
始
さ

れ
た
経
緯
を
説
明
。
続
い
て

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
が
、
自
己
紹

介
。
そ
し
て
、
普
段
の
授
業

風
景
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
よ

る
授
業
、
京
都
外
国
語
大
学

を
は
じ
め
訪
れ
た
大
学
生
や

一
期
生
が
行
っ
た
カ
ケ
ハ
シ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
日
系
米

国
人
学
生
へ
の
案
内
な
ど
、

語
り
部
ジ
ュ
ニ
ア
の
活
動
紹

介
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
朝
日
に
つ
い

て
学
ん
で
感
じ
た
こ
と
を
そ

れ
ぞ
れ
が
述
べ
ま
し
た
。

「
最
初
、
カ
ナ
ダ
人
が
日
系

人
に
対
す
る
差
別
を
し
て
い

た
の
が
、
だ
ん
だ
ん
野
球
で

尊
重
し
合
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
に
、
戦
争
で
そ
れ
が
崩

れ
て
し
ま
っ
た
の
が
悔
し
か
っ

た
。
」
「
三
尾
と
朝
日
と
は

全
く
関
係
が
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
こ
ん
な
に
深
い

関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
と

て
も
驚
い
た
。
そ
し
て
朝
日

の
絶
対
優
勝
し
て
や
る
と
い

う
強
い
気
持
ち
は
す
ご
い
と

思
っ
た
。
」
「
差
別
や
嫌
な

こ
と
を
さ
れ
て
も
そ
れ
に
負

け
ず
に
自
分
達
ら
し
く
、
誇

り
を
持
っ
て
頑
張
り
続
け
た

朝
日
の
方
々
は
本
当
に
す
ご

い
と
思
っ
た
。
」
「
朝
日
の

映
画
を
観
て
、
日
系
人
は
差

別
を
さ
れ
た
り
、
野
球
で
は

何
回
も
負
け
て
い
て
も
諦
め

な
い
で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

み
て
、
私
だ
っ
た
ら
絶
対
に

日
本
に
帰
っ
て
き
て
い
る
と

思
っ
た
。
私
は
日
系
人
は
諦

め
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
す

ご
い
な
と
思
っ
た
。
」

こ
の
間
の
授
業
は
、
こ
の

日
に
向
け
て
の
準
備
に
費
や

し
て
き
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

の
ソ
フ
ト
に
慣
れ
て
い
な
い

メ
ン
バ
ー
に
は
、
年
上
の
ジ
ュ

ニ
ア
が
教
え
た
り
、
ク
ラ
ブ

活
動
で
参
加
で
き
な
い
と
き

は
、
お
互
い
が
協
力
し
あ
い

な
が
ら
準
備
し
て
き
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
た
ち
は
、
今
回

の
発
表
を
通
じ
て
、
さ
ら
に

ひ
と
回
り
成
長
し
ま
し
た
。

報
告

三
尾

第 ６号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ７月 10日

語
り
部
だ
よ
り

5月11日は、カナダミュージアムの前庭に設置されたトーテム

ポールの除幕式でした。

このトーテムポールは、カナダ先住民(スクアミッシュ族)のアー

ティスト、ダレン・イェルトン氏の手による日本では数少ない本物

のトーテムポールで、樹齢300年以上のレッドシダーに案内人や

ハクトウワシ、サケなど、先住民文化を象徴するモチーフが彫られ

ています。近くで見ると、その力強さや存在感に圧倒されます。

トーテムポールは、ＮＰＯ法人国際協力推進協議会（工野儀兵衛

のひ孫にあたる髙井利夫氏が理事長）から美浜町に贈られました。

カナダと日本の友好の証として、傍に並んで建てられた工野儀兵

衛翁の胸像とともに新たな三尾のシンボルになることでしょう。

発行
NPO法人

日ノ岬・アメリカ村
語り部部会

Ｌｅｔ’ｓ ＫATARIBE

〒644-0045
美浜町三尾778
旧三尾小学校内

ＴＥＬ：0738-20-9015
ＵＲＬ：americamura.

wakayama.jp

授
業
風
景

協力しながらの発表資料作り

除幕式では、髙井氏や籔内美浜

町長、三尾館長らが幕を引いた

朝日のＴシャツを
着た柳本リーダー

朝日への感想を述べるジュニア

活動内容を発表するジュニア



第 ６号 語 り 部 だ よ り ２０２１年 ７月 10日

公民館の裏山を登ると、防空監視哨跡がありま
す。この遺跡は、戦時中、空襲に備えて敵機を監
視するために造られたものです。
美浜町史によると、1938年（昭和13年）頃に設

置され、三尾の青年団が当初交代で監視。その後、
和田や内原などの隣村からも加わり、戦争が進
むにつれ、近畿圏の防空を担った陸軍の大阪通
信隊（正式名称は航空通信隊）や航空情報隊も
配置され、兵士は空家に駐屯したそうです。

当時を知る方のお話によると、空襲警報が入

れば手回しのサイレンで
知らせていたようです。

長く眠っていたこの監
視哨跡は、戦争遺跡を研
究している奈良大学の
院生による調査がきっか

けとなり、関係者のご協力と地元の方の力によっ
て、再び陽を浴びることになりました。

憩いの場として活用されることで、先人たちも
喜んでくれるのではないでしょうか。

防空監視哨跡

初めまして、上山巳歩里です。
語り部ジュニアでは、英語
の授業を担当しています。

美浜町育ちで、母校
の松洋中学校で英語教
師をしていた頃から、
縁あってこの語り部ジュ
ニアの活動に携わらせて
いただいています。

幼い頃から海外への憧れや語学学習への
意欲が強く、美浜町がカナダ、バンクーバー
と友好関係にあることも誇らしく思ってい
ました。ホストファミリーとしてカナダか
らの学生を受け入れたこと、実際にカナダ
交流プログラムに参加し、自分の目で移民
の歴史を辿ったことが、今の「私」につな

がっていると実感しています。
この活動を通して、１３０年以上も前に、

ここ美浜町三尾から異国の地バンクーバー
に渡った工野儀兵衛の「未知なる未来に立
ち向かう勇気」や「行動力」に思いを馳せ
ながら、多くを学んでいます。どうぞよろ
しくお願いいたします。

５
月
８
日
（
土
）
、
第

４
回
目
の
講
座
が
特
別
篇

と
し
て
あ
り
ま
し
た
。

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
、

カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
前

の
庭
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
今

講
座
に
は
、
髙
井
利
夫
氏

（
工
野
儀
兵
衛
の
ひ
孫
で

あ
り
、
ト
ー
テ
ム

ポ
ー
ル
寄
贈
主
の

法
人
理
事
長
）
が

ゲ
ス
ト
と
し
て
参

加
。
国
立
民
族
学

博
物
館
の
中
牧
弘
允
名
誉

教
授
と
岸
上
伸
啓
教
授
よ

り
「
カ
ナ
ダ
太
平
洋
沿
岸

地
域
に
お
け
る
先
住
民
の

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
」
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
13
日
（
日
）
、
第

５
回
目
が
あ
り
ま
し
た
。

同
志
社
大
学
の
和
泉
真

澄
先
生
が
朝
日
軍
に
つ
い

て
説
明
。
そ
の
後
、
嶋
洋

文
氏
（
叔
父
が
初
代
朝
日

軍
選
手
）
が
、
「
バ
ン
ク
ー

バ
ー
朝
日
：
殿
堂
入
り
メ

ダ
リ
ス
ト
家
族
の
探
求
」

と
題
し
て
講
演
。
嶋
氏
は
、

03
年
に
カ
ナ
ダ
野
球
殿
堂

入
り
後
に
も
、
記
念
メ
ダ

ル
の
多
く
が
関
係
者
に
手

渡
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知

り
、
関
係
者
探
し
に
奔
走

し
た
活
動
を
紹
介
。

三
尾
た
か
え
館
長
か
ら

は
、
カ
ナ
ダ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
元
朝
日
軍
の
野
田
為

雄
選
手
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
お
話
。
続
い
て
、
語

り
部
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
は
、

活
動
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

（
表
面
記
事
参
照
）

防空監視哨跡からの素晴らしい眺望

石垣が残る監視哨跡

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
移
民
で
つ
な
が
る
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
４
」

公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
移
民
で
つ
な
が
る
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
５
」

＊お詫びと訂正
第５号の大賀蓮の紹介記事で、大賀博士によって、
蓮の実が発掘された昭和26年は「1951年」でした。
訂正し、お詫びを申し上げます。


